
第４学年Ｃ組 社会科学習指導案
授 業 者 石井 史知
研究協力者 外池 智，加納 隆徳

１ 単元名 調べよう，考えよう，ごみのゆくえ

２ 子どもと単元
(1) 子どもについて

「調べよう，考えよう，わたしたちのくらしと安全」の単元では，地域社会における災害
及び事故の防止について，消防署や警察署などの関係機関に従事する人々が，地域の人々と
協力して災害や事故から人々の安全を守っていることや，関係の諸機関は相互に連携して緊
急に対処する体制を取っていることを学習した。その際，「自助・共助・公助」の視点を用
い，自分や家族の取組，地域の人々や共同体，そして消防署や警察署などの公的機関の働き
を考えた。具体的には，「共助」の視点から「消防団」の働きを取り上げ，その役割を考え
た。今後も複数の視点から社会的事象の意味について考察していくことが大事である。

(2) 単元について
我々の日常生活において，大量で多様なごみが排出されている。それらを処理するために，

現在までに衛生的に処理する仕組みが作られ，計画的に改善されてきた。分別収集による資
源化物の再利用が進められ，また秋田市では「秋田市一般廃棄物処理基本計画」の策定，処
理にかかる費用の一部を住民が負担することなどの取り組みを通して，秋田市のごみの一人
あたりの排出量は減少してきている。今後，さらなる削減と，循環型社会の構築を目指し新
たな削減目標のもと，取り組んでいるところである。ごみ処理は自治体だけで行われるわけ
ではなく，そこに暮らす自分，地域，事業者の協力のもとに行われている。生活していく以
上，ごみは必ず生じる。また，日本と他国を比較すると，一人あたりの排出量がOECD加盟国
の主な国々と比較して非常に多く，その意味でもごみを削減していくことは必要であり，自
分たちで解決しなければならない課題である。
地域の人や処理事業に従事する人々，自治体が，どのような取組をして，現在どんな工夫

や努力をしているのかを調べ，自分や家族，地域，業者，自治体が協力することによってな
されていることを理解し，複数の視点から社会的事象の意味を考えることができる単元であ
る。そして，子ども一人一人がごみ処理をより身近なこととしてとらえることを期待する。
また，現在の生活環境のよさについて考え，この環境を維持し，さらには向上させたいと

う意識をもたせたい。これからの社会生活を営む子どもたちにとって，一人一人のルールや
マナーが問われる内容であり，地域社会の一員としての意識をもち，よりよい社会の形成へ
の参画について考えていくことが期待できる単元である。

(3) 指導について
本単元における子どもが獲得する新たな価値を，「ごみを処理するにあたり，それぞれの

立場の人々が協力・連携して取り組んでいる目的を実感をもって気付く」こととする。本単
元では「処理の仕組みや再利用，人々の協力などに着目して，廃棄物の処理のための事業の
様子をとらえ，それらの事業や地域，自分たちが果たす役割を考える」という「見方・考え
方」のもとに，調べたことや資料から読み取ったことの意味について「対話」し，考える活
動を設定する。話合いは，自分の考えの根拠を明らかにして話し，グループで共有する過程
を通して主観的な見方から客観的な見方への変容を促していく。
単元の前半では，各家庭からどんなごみがでるか，どのような過程を経て処理されている

かを見学や資料を通して調べ，調べたことをカードにまとめたり視覚的にわかりやすい板書
を工夫したりしてごみの処理が計画的に進められていることに気付くようにする。更に，ご
み処理の課題の一つであるごみの減量化に向けた取り組みについて，誰がどんなことをして
いるのかを考え，自分たちでできることに考えを広げていく。私たちの住みよいくらしをつ
くるための働きを複数の立場から見つめ直し，協力して取り組んでいることをとらえるよう
にしたい。
単元の中盤では，ごみ処理に関して再利用の観点から事例を取り上げ，「自分や家族」「お

店」「リサイクルプラザ」「加工業者」等，様々な立場の人たちが関係していることを理解
させる。その際，「対話」を通して事例から関係性を導き出していく。事例をペットボトル
に絞ることにより，より具体的な問題意識を共有した話合いができるようにする。その学習
をもとに缶やビン，古紙など他の資源化物も同様の協力の下でリサイクルされていることに
気付かせたい。そして，単元の終末での，ごみを減らすために自分にできることの考察につ
なげていきたい。

３ 単元の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) ごみの処理にかかわる対策や事業に関心をもち，意欲的に調べている。 〈ｱ-1･2･9〉
(2) ごみの処理にかかわる対策や事業が，地域の人々の健康な生活や良好な生活環境の維持と
向上に役立っていることを自分たちの生活と関連付けて考え，適切に表現することができる。

〈ｲ-5〉
(3) 施設を見学・調査したり，資料を活用したりして，ごみの処理にかかわる対策や事業につ
いて必要なことを集め，読み取ることができる。 〈ｲ-6〉

(4) ごみの処理にかかわる対策や事業は計画的，協力的に進められ，地域の人々の健康な生活
や良好な生活環境の維持と向上に役立っていることを理解することができる。 〈ｲ-34〉



４ 単元の構想（総時数13時間）

時 学習活動 教師の主な支援 評価〈本校の資質・能力
間 との関連〉

１ (1) 自分たちの生活 ・ どのようなごみがあるか ・ ごみの量や処理
・ から出されるごみ 関心をもつことができるよ について進んで考
２ の量や分別の仕方 うに，事前に家庭のごみ調 えている。
・ を知り，ごみがど べをする。 〈ｱ-1,9〉
３ のように処理され ・ 分別が必要であることに

るのかをつかむ。 気付くことができるように，
学校で出たごみを提示し出
されるごみの多さに着目さ
せたり，他の国の処理を知
ったりする。

ごみはどのように処理されているのだろうか。

４ (2) ごみ集積所でご ・ ごみを出す時に注意する ・ 収集に携わる
・ みが収集される様 ことに気付くことができる 人の工夫や努力
５ 子や収集作業員の ように，看板に書かれてい を考えることが

話を聞き，ごみの るきまりを読み取らせる。 できる。
処理に関わる人々 ・ ごみの分別の必要性や問 〈ｱ-2,ｲ-5,34〉
の工夫や努力を考 題点を考えることができる
える。 ように，収集作業員の方の

話を提示する。
６
・ (3) 清掃工場のしく ・ 清掃工場の仕組みや，発 ・ 家庭ごみの出
７ みやごみのゆくえ 電や無害化の取り組みなど し方や処理など

を調べ，ごみの処 を理解することができるよ について，様々
理に関わる対策や うに，総合環境センターを な資料を活用し
事業の内容をつか 見学した様子を提示する。 て，調べること
む。 ができる。

〈ｲ-5,6,34〉
８
・ (4) 資源化物や粗大 ・ リサイクルプラザの仕組み ・ 資源化物や粗大
９ ごみの再利用につ や働きを理解することがで ごみの出し方や
・ いて調べ，それが きるように，見学した様子 処理などについ
10 人々の協力のもと を提示する。 て，様々な資料
本 に行われているこ ・ リサイクルに携わる人々 を活用して，調
時 とについて考える。 のつながりをとらえること べることができ

ができるように，どんな思 る。〈ｲ-5,6,34〉
いや目的で行っているかと ・ 人々が協力して
いう視点を示す。 リサイクルに取り

組んでいることを
考えている。

〈ｲ-5,34〉

11 (5) ごみ処理の問題 ・ ごみの量の増加や環境問 ・ ごみの再生や再
の解決のため取組 題の解決に伴い，処理施設 利用の取り組み
について考える。 の建設や分別収集の取組な が，資源の節約や

ど計画的に対処してきたこ 有効利用につなが
とに着目できるように，年 ることを考えてい
表や統計資料を提示する。 る。 〈ｲ-5〉

12 (6) ごみを減らすた ・ 自分にできることが本当 ・ 地域社会の一員
めに自分でできる にごみの減量に役立つのか として，ごみの処
ことを考える。 どうかを考えることができ 理に関わってでき

るように，誰に協力するの ることを考え，ご
か，どのように協力するの みの減量や資源の
かを意識させるようにする。 再利用などの取組

に協力しようとし
ている。 〈ｱ-2〉

13 (7) 学習したことを ・ 学習したことを整理して ・ ごみの処理につ
まとめる。 考えられるように，「分か いて，調べて分か

ったこと」「考えたこと」 ったことや考えた
の２つの観点からまとめる ことをまとめてい
ようにする。 る。 〈ｲ-6〉

・ 次の単元につなげるため
に，豊かなくらしのために
必要なことに目を向けさせ
る。
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私たちの生活と食料生産（５年）

調べよう，考えよう，わたしたちのくらしと安全

くらしをささえる水（４年）



５ 本時の実際 本時（10／13）

(1) ねらい

ペットボトルのリサイクルの過程を考える活動を通して，ごみ処理にあたって人々が協

力して取り組んでいることを考えている。

(2) 展 開 ○：「仲間との対話」を通して新たな価値を創造するための手立て

時間 学習活動 教師の支援 評 価

３分 ① 前時の学習をふり返る。 ・ 前時までに学習したことを想起できるよう

に，既習事項を掲示しておく。

ペットボトルはどのようにリサイクルされているのだろうか。

それぞれの取組の関係について考えよう。

７分 ② 誰が行っているかを観点に ・ 話合いの際に根拠を示せるように，前時まで

リサイクルに関係する人たち の学習で用いた資料を用意しておく。

の取組を整理する。

【仲間との対話】

（予想される子どもの反応〉

・ 分別して回収しているのは市の

取組だ。秋田市の「ごみの分け方

と出し方」に書いている。

・ 回収されたペットボトルは市の

リサイクルプラザで処理される。

ここは見学したね。

25分 ③ ペットボトルリサイクルを， ・ 授業の終わりに自分の考えの変化や深まりを

人々がどんな目的で取り組ん 自覚できるように，リサイクルに携わる人々の

でいるか，どんなつながりが それぞれの思いや目的についてあらかじめ自分

あるかを考え，話し合う。 の考えを書いておく。

【仲間との対話】 ○ 様々な関係性に気付くことができるように，

（予想される子どもの反応） 人々がどんな目的でリサイクルに携わっている

・ まずは家でもお店でも分別して のかを考えるようにする。

いる。そうすると回収しやすいと ・ それぞれの立場における目的を考えられるよ

収集作業員の人が言っていたよ。 うに，前時までの学習を想起させる。

・ リサイクルプラザの人は環境を ・ ごみの減量化に目を向けることができるよう

守るためと言っていた。それはお に，共通する目的を考えるようにする。

店の人も同じことを言っていたよ。 ・ 理由を明確にしながら発表できるように，根

・ ペットボトルを原料化している 拠となる資料等を活用しながら述べることを確

工場では，ホームページに環境の かめる。

ためと書いている。

ペットボトルのリサイクルを例に人々が協力

④ 本時の学習をふり返り，本 してごみ処理に取り組んでいることを，ごみの

10分 時の学習をまとめる。 減量や生活環境の維持と向上などという目的に

【自分との対話】 ついて触れながら説明している。

〈ｲ-5,34〉（シート，発言）



(3) ｢仲間との対話｣を通して新たな価値を創造する子どもの姿

《児童の活動③において》

・ ペットボトルのリサイクルについて学習し，どんな過程で行

子どもの姿 われているかは知っているが，それぞれの関係性については深

く考えていない。

・ 自分や家族はペットボトルと他のごみを分けて出してい

る。そうすると総合環境センターの人は処理しやすくなる。

混ざっていると，集める人も困ると言っていた。

・ ペットボトルの収集は月２回だ。集める人は日を間違え

ないで出してほしいと言っていた。家でもルールを守るこ

とが大事だね。

・ スーパーでもペットボトルを回収している。家庭で出た

ペットボトルだから家もスーパーもつながっている。

・ ペットボトルの再資源化をしている会社のホームページ

には，環境を守るためと書いてあった。お店や自分たちの

思いと共通している。

・ ペットボトルをリサイクルして工場で作られたものには

マークが付いている。これを見て環境に優しいという理由

で買う人がいると思う。

目指す ・ ペットボトルのリサイクルの取組について，様々な立場の

子どもの姿 人々がどんな目的で行っているかを考え，ごみの処理に当た

って人々が協力して取り組んでいることを考えている。

【教師の手立て】

・ ペットボトルのリサイクルに向けた取組を確かめ，それぞれ

の関係を問いかける。

Ｔ：「ペットボトルのリサイクルの取り組みはいろいろされ

ているんですね。」

Ｃ：「ぼくも家でペットボトル用のごみ箱に分別して捨てて

います。」

Ｃ：「私の家ではスーパーの回収箱に持って行っています。」

Ｃ：「ごみ置き場やお店から回収されたのはリサイクルプラ

ザに集められてかたまりにしていました。」

Ｔ：「ペットボトルのリサイクルには，いろいろな人々が関

わっているようですね。その取組はどんな関係になって

いるのかな。」

【協働して追究する「問い」】

それぞれの取組にはどんなつながりがあるのかな。

仲間との対話

【本時学習活動

で働かせる「見

方・考え方」】

ペットボトル

のリサイクルに

関する協力的な

取組について，

具体事例や目的

を関連付けて考

える。


